
福島第一原発事故に関する
３つの検証について

令 和 ５ 年 ７ 月 2 7 日
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資料１



１．検証体制
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福島第一原発事故に関する３つの検証

健康･生活委員会避難委員会

【内容】
● 福島第一原発事故を踏
まえ、避難計画の実効性
等について検証

● 原子力防災訓練も踏ま
えて検証

● 避難に関する課題を抽
出、整理

設置：平成29年8月設置：平成29年8月

【内容】
● 福島第一原発の事故
原因を検証（課題別ﾃﾞｨｽ
ｶｯｼｮﾝ・合同検証委員会
等）

● ４つの事故調査報告
等をﾚﾋﾞｭｰした上で、事
故原因を検証

設置：平成15年2月

【内容】
● 柏崎刈羽原発の安全
対策を確認・福島の事故
原因を踏まえた東京電力
の対応状況を確認
・ 新規制基準への東京
電力の対応状況を確認
・ ﾌｨﾙﾀｰﾍﾞﾝﾄ設備を検証

【内容】
健康分科会
● 福島県民の健康状態
に関する各種調査・報告
書のﾚﾋﾞｭｰ等を実施

生活分科会
● 避難生活の実態等に
ついて検証

【内容】３つの検証委員会から報告を受けて検証を総括、報告書をとりまとめ県へ報告

検証総括委員会《総括》 設置：平成30年1月

参考として
情報提供

《健康と生活への影響》 《福島原発の事故原因》《安全な避難方法》 柏崎刈羽原発の
安全対策の確認

技術委員会

反映

R2.10 とりまとめ済
R3.1 生活
R5.3 健康 とりまとめ済R4.9 とりまとめ済

令和5年5月10日、知事が
県が総括することを発表



事故原因の検証 <1/2>

柏崎刈羽原発の安全に資するため、福島第一原発事故の原因を検証。４つの事故調査報告やそ
の後に公表された事故調査報告をレビューした上で、事故原因を検証。

目的･内容

令和２年10月、検証報告書とりまとめ、知事に報告

現 状
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技術委員会

検証で得られた課題・教訓も踏まえ、柏崎刈羽原発の安全対策の確認を実施

２．各検証委員会の状況



事故原因の検証 <2/2>
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技術委員会

⚫ 技術面の問題のみならず、関係機関との情報共有や外部への情報発信の在り方、意
思決定の方法といったマネジメントの問題、高線量下での作業者の被ばく管理といった
問題についても議論して、柏崎刈羽原発に資する課題・教訓を抽出

⚫ 10項目（地震対策、津波対策 等）について、課題・教訓と福島第一原発に係る議論の
内容を整理。課題・教訓は133個、特に確認が必要なものについては、今後「柏崎刈羽
原発の安全対策の確認」の中で確認することとしている。

⚫ 序文や結びの座長の指摘
➢ 福島原発事故では「想定外」という言葉がたびたび用いられたため、技術的に発生の可
能性が低い事象であっても検証対象として取り上げた。このことで「想定外」が排除され
るわけではないが、多様な可能性を検討しておくことが、今後の「想定外」事象への対
応にあたって有用

➢ 地震動で設備が損傷した可能性等、多様な可能性を排除せず課題・教訓を抽出した。
柏崎刈羽原発の安全対策の確認に資するという考え方に則った検証結果が得られた。
今後、検証結果を柏崎刈羽原発の安全対策の確認に生かしていく。

➢ 原子力発電所の安全を確保するのは、最後は人。国や東京電力（及び県）には、教育
や訓練を通して、人を育てる努力をしていただきたい。

検証報告書のポイント



柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の確認
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技術委員会



福島第一原発事故による健康と生活への影響を検証。健康分科会、生活分科会を設置

＜健康分科会＞
事故による放射性物質の拡散や避難等を踏まえて行われた、福島県民の健康状態に

関する各種調査・報告書等について、科学的・医学的な視点からレビュー等を実施
＜生活分科会＞

福島第一原発事故による避難者数の推移や避難生活の状況等に関する調査を実施

目的･内容

＜健康分科会＞
令和５年３月、検証結果をとりまとめ、知事に報告

＜生活分科会＞
令和３年１月、検証結果をとりまとめ、知事に報告

現 状
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健康と生活への影響の検証 <1/4>健康・生活委員会



健康と生活への影響の検証 <2/4> 
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健康・生活委員会

【健康分科会】検証結果の概要
開催回 開催時期

1 平成29年9月11日

2 平成30年2月5日

3 平成30年11月8日

4 平成31年3月15日

5 令和元年7月8日

6 令和2年1月20日
・IARC*提言について

・福島県甲状腺検査について

7 令和2年9月15日 今後の議論の方向性について

8 令和3年3月22日

9 令和3年8月29日 提言書について 新たな文献について

10 令和5年1月4日

11 令和5年1月30日
*IARC：International Agency for Research on Cancer（国際がん研究機関）

議　題

とりまとめの方向性

最終報告書（素案）について

最終報告書（案）について

取りまとめ案について

文献調査について

検証の進め方について

放射線被ばくによる
健康影響について

タイトル 主な内容
Ⅰ 要旨 検討に至った経緯及び報告書全体の概要

Ⅱ はじめに 検証の方向性

Ⅲ 放射線被ばくとその健康リスク 被ばくによる甲状腺がんのリスクや健康被害の基本的な内容

Ⅳ 福島原発事故 事故時の放射線測定や初期被ばくなどの健康影響についての検証

Ⅴ 提言書 検証を踏まえた分科会としての提言



健康と生活への影響の検証 <3/4> 

(1) 健康分科会の任務である「福島第一原子力発電所事故による健康への影響に
関する検証」について、５年半に渡る議論を踏まえ、文献調査結果などを整理し、
各委員にて執筆。

(2) 主な項目としては、放射線被ばくによる健康リスクや健康被害の基本的な内容と、
福島第一原発事故における甲状腺への影響等を検証した内容からなっており、
最後に検証を踏まえた提言書を付けている。

(3) 検証は、事故の初期対応における関連情報が不足していたことから、困難なもの
となった。また、分科会としては、新潟における原発事故対策として、情報の迅速
かつ継続的な伝達体制の整備などの必要性を提言している。

※ 提言書の主な項目
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健康・生活委員会

【健康分科会】検証結果の概要

通常時対応
国、県、市町村、原子力事業者、特に東京電力からの、県内住民が求め
る情報の迅速かつ継続的な伝達体制の整備・完備 等

事故発生時緊急対応 環境と住民の放射線量の地域毎の時系列的推移の測定 等

事故後の中長期的対応
県民の健康調査（甲状腺検査、健康診査、心の健康・生活習慣に関する
調査、妊産婦に関する調査等） 等



健康と生活への影響の検証 <4/4> 

○ 避難の長期化により、仕事や学校などで避難先への定着が進んだ。その後、避難指示解除等によ
り、帰還・定住等の決断を迫られることになるが、その度に苦慮するケースが見られた。
○ 現在も、多くの避難者が避難生活を継続している。（令和２年９月時点で３万７千人）

○ 避難先では、住居・収入面で避難前と同等の生活をすることが困難なケースが見られた。
・避難の過程で家族が分散：平均世帯人数は、震災前3.30人から2.66人へ減少
・就業形態の変化：正規職員が減少し、無職や非正規職員が増加 など

○ 周囲の偏見等により避難先地域に馴染めないケースが見られた。

○ 原発事故発生後、情報が錯綜する中で、各人が放射線に対して安全だと考える行動をとった。
○ 事故から１年３月後（平成24年６月）の時点で避難生活者は16万人、そのうち県外避難者は６万人
に及んだ。その結果、避難元とのつながりが薄れた避難者が多く発生した。
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避難生活の実態

避難行動開始から避難生活へ

健康・生活委員会

【生活分科会】検証結果（取りまとめ）の例

避難生活の長期化

まとめ

○ 避難区域内・外の違いはあり、生活再建を進めた人も少なくないが、依然として生活再建のめどが
たたない人もいる。長引く避難生活に加え、様々な「喪失」や「分断」が生じており、震災前の社会生
活や人間関係などを取り戻すことは容易ではない。
○ 避難していない場合でも、放射能による健康被害への不安がリスク対処行動をもたらし、生活の質
を低下させている。



安全な避難方法の検証<1/4>

福島第一原発事故を踏まえ、原子力災害時の安全な避難方法を検証し、避難における課題を抽出・
整理。 〔委員：９人、委員長：関谷直也東京大学准教授〕

※これまでの議事録、配付資料等 県HP：https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/genshiryoku/1356877582245.html
※県民説明・意見交換会の配付資料 県HP：https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/genshiryoku/setumeikai.html

目的・経過

避難委員会
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「検証報告書」を知事に報告。



安全な避難方法の検証<2/4>避難委員会
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検証報告書で示された456の論点について、現在、関係機関とも連携しながら整理を進めて
いるが、大きくは以下の４つに分類される。

論点の内訳

① 原子力防災上の課題 …半数程度

② 防災対策を進める上での留意点

③ 福島原発事故時の状況や国際基準・法令等に関する認識

④ 委員個人の意見や見解



安全な避難方法の検証<3/4>避難委員会

11

課題等の例 ※ 課題等の例は、R4.11県民説明会資料より抜粋



安全な避難方法の検証<4/4>避難委員会
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参考
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県民の皆さまと検証に関する情報をさらに共有するため、検証の現状
と取りまとめられた検証報告書について説明し、意見交換を行う会を
開催しました。

※取りまとめられた報告書、概要を説明した資料と説明動画はこちらで
ご覧になれます。
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/genshiryoku/setumeikai.html

日時 開催市町村 会場

令和3年11月27日 柏崎市 柏崎市産業文化会館大ホール

令和3年11月28日 刈羽村 刈羽村役場多目的室

令和4年11月5日 長岡市 長岡市立劇場大ホール

令和4年11月11日 柏崎市 柏崎市産業文化会館大ホール

令和4年11月12日 上越市 上越市教育プラザ大会議室

令和4年11月23日 新潟市 新潟ユニゾンプラザ大会議室


